
Yes,And! とは、始める前からできないことを考えず、

「とりあえず、やってみよう！」という意味を込めた言葉。

　「やりたいことが見つからない」 
 　「失敗がコワイ」
  　「すぐムリって思っちゃう」
そう思ってても、なかなか変われないよね。

このプロジェクトをキッカケに、さまざまな「Yes,And!」に挑戦しよう。

「会いたい人に自分でアポをとって会いに行く！」から始まるプログラム。

たくさんの出会いの中で、何かがかわっていくはず。

●プログラムはすべてオンラインで実施。Zoomのアプリを使います。
●パソコンかタブレットでの参加が原則です。
※機器やWi-Fi環境がない場合は、プログラム期間中貸し出しも予定しています。
　ただし、数に限りがあります。お早めにお申し込みください。

STEP０
STEP1

STEP２

STEP３

STEP４

7月17日（水）～20日（土）の間で１回参加 （１時間半程度・日時選択制）
7月27日(土),28日(日）　２日間（両日とも必参加） 両日10:00-16:00　
アポ取り大会　7月29日（月）30日（火）（どちらかの午前・午後1時間に参加）
個人活動＋チーム活動
※ 8月から9月の間でチーム会は３回実施。日時はチームメンバーと決定

10月27日（日）　10:00-17:00
※ 11月にチーム会を１回実施。日時はチームメンバーと決定

12月22日（日）　10:00-17:00

無料 ※ただし、オンラインなどの通信費、インタビューの移動に
　かかる交通費などは、自己負担となります。

募集人員： 70名
応募方法： オンラインによる申し込み。
応募方法： 右の応募フォームにアクセスして、お申し込みください。
応募締め切り： 6月11日（火）22:00（先着順）
※定員になり次第締め切ります。お早めの応募をお願いします。

●STEP０から全ての日程に参加し、プログラム中だけでなく、インタビューや新聞作成などに
　積極的に取り組む意志があること
●プログラム中の写真や映像を、報告や広報に使用しても差し支えないこと（詳細は応募フォームでご確認ください）

本プログラムについて
本プログラムは「未来にむかう子ども・若者を応援するとともに、それ
を通じて社会の未来を育むことに貢献する」という目的のもと、三菱
グループ150周年の記念として設立された「一般社団法人三菱みら
い育成財団」により採択された2022年度から実施しているプログラ
ムです。

問い合わせ
特定非営利活動法人 じぶん未来クラブ
「Yes, And！」事務局
〒108-0014 港区芝4-7-1 西山ビル４階
（郵便物送付先）〒270-0136　千葉県流山市古間木13-1-7
Email: yesand@jibunmirai.com

実施形式

プログラム日程

高校または高等専門学校の1・２年生
対象

募集要項

応募資格

参加費

応募フォーム
https://bit.ly/yesand2024

新しい自分=

「人」との出会い+
今の自分

高校1・２年生対象プログラム高校1・２年生対象プログラム

参加費無料
主催：特定非営利活動法人 じぶん未来クラブ
参加費無料
主催：特定非営利活動法人 じぶん未来クラブ
参加費無料
主催：特定非営利活動法人 じぶん未来クラブ

自分探求

プロジェクト
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Yes,  And!
2024

「 」
※日程・終了時間は一部変更の可能性があります。

★全日程参加が前提です

内容は裏面をみてね！



プログラムの流れ ※終了時間は変動する可能性があります。

チームに1人、大学生メンター！チームに1人、大学生メンター！

社会人メンター社会人メンター

過去参加者
の変化STEP0STEP0

大学生や社会人がみんなをサポート！

事前オリエンテーション

STEP２の間に
チーム会　３回

校内でプレゼン！
活動を周りに発信！

プログラムに必要なZoom、Slackの登録や、
参加高校生や大学生メンターと出会います。

8月と9月の間のチームで決めた日程で１回
2時間程度のミーティング。
アポイントの相談、インタビュー練習、新聞
制作などでアドバイスしあいます。

教えることは2度学ぶこと。
自分の活動内容や変化を伝え、
「Yes,And!」精神を伝える
インフルエンサーになろう！

STEP４までに
チーム会 1回
11月のチームで決めた日程で、チーム
ミーティング。挑戦の進捗確認などをして
お互いにアドバイスをしあいます

日本中から集まった高校生と大学生＆社会人
メンターが集まって半年間の活動スタート！

＋アポ取り大会
29日（月）、30日（火）
午前か午後の1時間程度参加

過去参加者が会った人たち
大学教授、市長さん、弁護士、グランドスタッフ、
消防士、デザイナー、小説家、化粧品開発者、
経営者、海外で働く看護師さん…

少しの勇気で、未来は動き出す！少しの勇気で、未来は動き出す！
7月17日（水）～7月20日（土）の中から
１回参加！

STEP1STEP1 出会いを楽しもう！

STEP3STEP3 自分なりの挑戦を決めてトライ

1日目 7月27日（土）
2日目 7月28日（日）
10～16時

8～9月　個人で活動

10月27日（日）10時～17時

STEP4STEP4 これからの自分を伝えよう！
12月22日（日）10時～17時

２日間です！

★印象に残ったひと言　　

編集後記 私は今回、海外で看護師として働くとはどう
いうことなのかを知りたいと思いインタビュ

ーさせていただきまし

た。日野さんは、自身の看護の経験などの沢
山の質問に対して常に笑顔で優しく答えてく

ださり、私にとって学

びの多い宝物のような経験となりました。本
当にありがとうございました。     C チーム   氏名：河原　由哩

別紙③新聞用紙

Japan Heart

日野春香さん

看護師　・職業名

　・会社名

　・名前
　　

笑顔がとっても素敵な 

日野春香さんProfile 

「壁の向こうに相手がいる」誰もが一度は経験する 

「壁にぶつかる」ということ

カンボジア国際看護研修生 

（看護師12年目）

・出身：島根県 
・小学生の頃にフランスに住んでいたことか

ら、 

将来は海外で働いてみたいと考えていた 

・島根大学で看護師として働いた後、大阪の
地で 

Japan Heartで働く先生（医師）と出会う 

・自分もJapan Heartのプログラムの参加を
し、 

国内の離島「対馬（長崎県）」「隠岐（島根
県）」

の病院で働いてから、今のカンボジアに至る

Medical Care 
in Cambodia 

　日野さんは取材の中で、日本

とカンボジアの「医療の格差」

「情報の格差」を日々感じてい

ると語りました。日本ではイン

ターネットを用いて自分の症状

を調べる事ができ、ある程度の

医療の知識を持った上で来院す

る事が多い。一方カンボジアで

は、患者にそうした医療の知識

がほぼ無い状態で来院される

ケースも多いそう。実際に現場

で、患者に体温計の使い方から

説明する事もあったそうです。 

　ここでは、日野さんへの取材

を元にカンボジアの医療の特徴

に着目してまとめました。

「カンボジア伝統療法」

～日野さんの体験～

「ありがとう」が嬉しい
　患者さんが退院する時などで「ありがとう

」

と言ってくれることが嬉しい、と語った日野
さ

ん。それは、日本でもカンボジアでも共通。
日

野さんが1番嬉しかった経験は、患者さんが涙
し

ながらハグをしてくれた瞬間だそうです。 

　カンボジアでは、通訳をしても伝わらない
こと

があり、「本当に自分が伝えたいことが伝わ
っ

ているのかが分からない」という不安を抱え
な

がら看護をしていたと言います。 

　 
このように、コミュニケーションに難しさを

感

じていたからこそ、「思いが伝わった」とい
う

実感を感謝の言葉や表情を通して得られたこ
とが

嬉しかったそうです。

看護師としてのやりがい

「壁にぶつかる」ということ
　私がインタビューをした中で、印象に残っ

た言葉があり

ます。それは、「壁の向こうに相手がいる」
。看護をしてい

ると、患者さんが亡くなる場面に直面する事
があります。日

野さんはその時、「自分にできることがもう
少しあったの

ではないか」「前兆に気付き対応できていた
らよかったの

ではないか」と壁にぶつかったと言います。
 

　そして悩み、先輩に相談したことで、日野
さんは壁にぶつ

かることは大事という事を学んだと語りまし
た。 

「その時どう対応し、どう学ぶか。失敗する
こと自体が悪

いことではない。これからどう動くのか、同
じ壁にぶつか

らない為にどうするか、考える事が大事。」
 

　私は、日野さんのその言葉から、看護師と
いう患者の命

を預かる立場としての責任の重みを感じると
同時に、なぜか

自分がとても励まされたような気持ちにもな
りました。 

　誰にでも、「壁にぶつかる」経験はあるで
しょう。しか

しそれをどう捉えるか次第で、自分の成長に
繋がるかが決

まります。それを日野さんは、私に教えてく
れました。

伝統療法の背景 
　1970年代後半に、ポルポト

政権が「医者・学者を殺して平

等な社会を作ろう」として、知

識層と呼ばれる医師・教師、そ

して国民の多くが殺害されてし

まいました。その影響で、医者

不足による医療破綻が起き、そ

の代わりとしてカンボジアの

「伝統療法」が一般的となりま

した。 

どのような治療か 
　例えば、「偉い人のつばをつ

ける」事で治す事ができると考

えられています。 

日野さんの印象に残る経験 

　バイクでかすり傷ができたと

いう患者さん。病院はお金がか

かるからとカンボジアの「伝統

療法」を受けてから、ジャパン

ハートの病院に罹りました。し

かしその「伝統療法」でつばが

傷口に入り込んでしまった為、

膝から足の甲まで細菌感染。そ

の時既に治らない状態でした。

治療で傷を治すことはできまし

たが、その後足に血の塊ができ

肺に飛んでしまった事による

「肺塞栓」で命を落としてしま

いました。 
　これが日野さんにとって一番

辛かった体験だと言いますが、

その娘さんが「（父が）この病

院に来て、あなたに診てもらえ

て幸せでした」と言ってくれて

とても嬉しかったと言います。

日野さんは、その患者さんが

「なぜ自分が壁にぶつかったの

かを教えてくれた」と感じてい

るそうです。 

自分でアポイントを取って、2人の社会人にインタビュー！
ノーレス、塩対応もあるけど、会えたらすごい達成感！

今までの自分を振り返って、どんな変化・気づきがあったか、
チームで共有して
成長を実感！
未来の自分を
宣言します。

STEP４までに何か１つ決めて
「とりあえず、やってみる！」
一人旅、英語でゲーム、料理する、
ギターで1曲マスター…
さまざまな挑戦に取り組みます！

STEP2STEP2 会いたい人に会いにいこう！ 作った新聞も一部公開！

「何かに挑戦するハードルがとても下がった」
当たって砕けろ精神が身について、物事にトライできるよう
になり、自分の成長にいろいろ気づくことができた。生活が
豊かになったと思う(熊本 2年）

「違う地域の友達ができた！」
学校や自分の住む地域以外に高校生の知り合いなんてい
なかったけど、関西や九州、いろんな地域に友達ができた！
（千葉 ２年）

「世界が広がった」
このプロジェクトで、人と関わることの楽しさ、社会には様々な
職業があること、そして大きな夢を持っている高校生が全国に
たくさんいることが分かりました(広島 ２年)

「人前で話すことに自信がついた！」
人見知りだったけど、全然平気になった。話をまとめるのが
早くなったし、人に提案するのが怖くなくなった（大阪 １年）

「将来の希望が決まった」
進路で悩んでいたけれど、実際色々な人に出会い、チームの中で
自分のことを話していく過程で、考えが纏まっていった！（奈良 １年）

「コミュ障だった自分がプレゼンテーション入試で合格！」
人と目も合わせられなかった自分が、積極的になり別人になった。
プログラムが終わっても「思ったら行動する」が続き、
プレゼンテーション入試で大学に合格した。（千葉 新大学生）

みんなを最後まで応援するよ。
活動以外でも進路のことなんでも話そう！
みんなを最後まで応援するよ。
活動以外でも進路のことなんでも話そう！

アポ取りやインタビューなど、
社会人だからことできるアドバイスをするよ！
仕事のことでもなんでも聞いてね

アポ取りやインタビューなど、
社会人だからことできるアドバイスをするよ！
仕事のことでもなんでも聞いてね


